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● 概 要

◆ 未利用材を利用したバイオマス発電について
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FIT ¥40/kwh

低圧接続
低圧

【ENTRENCO 50kw】ペレット工場地元山林 原木

・原料は地元の山林から伐採した未利用材を使用

・伐採は地元森林組合や林業家から購入を基本とするが、地域によって自伐も行う

・原木をペレットに加工する工場を新設し、各発電所燃料サイロへと搬入を行う

・発電所ではペレットをガス化し、エンジンへ供給し発電を行う

・発電した電気は、隣接の電柱に接続された電線を経由して売電される

高圧
【BURKHARDT 165kw】



◆ 国内バイオマス発電所候補地
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◆千葉県

・君津市戸崎 80機

・山武市埴谷 40機

・茂原市三ヶ谷 40機

・市原市高瀧 40機

・勝浦市宿戸 40機

◆群馬県

・藤岡市上日野 80機

◆茨城県

・笠間市南吉原 80機

◆鳥取県

・八頭郡智頭町 80機

◆和歌山県

・東牟婁郡串本町 40機

◆鹿児島県

・志布志市、大崎町 80機

◆岡山県

・笠岡市1.9MW

◆福島県

・郡山市 1.9MW 

◆北海道

・安平町 1.9MW

◆新潟県

・新潟市東港 10.0MW

■低圧候補地 【ENTRENCO 50kw】

■高圧候補地 【BURKHARDT 165kw】

■特高候補地 【未定】

◆石川県

・かほく市1.9MW

◆大分県

・大分市佐野 40.0MW

◆静岡県

・浜松市天竜区 40機

◆青森県

・五所川原市 1.9MW

◆愛媛県

・北宇和郡1.9MW
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● 原木の伐採

● 価格と数量の担保

・地元行政、森林組合との協力体制の構築

・山林の伐採権及び、山林の確保

・航空機によるレーザー照射測定データの解析から、長期伐採・管理計画の作成

・伐採部隊の計画的な派遣計画

◆ 燃料の確保

森林組合

自社伐採

協定書：5～20年、供給契約1～5年

伐採契約5～20年（山主様、自社所有林）

供給契約5~20年

・・・・・・・

燃料搬入イメージ
飼料運搬車（バルク車）

ペレット工場 発電所
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● 発電所用地の確保からID取得

◆ 電力とIDの申請

原料の確保から始まり、全ての業務がリンクをしており、ひとつ綻びがあっても20年間の安定事業は不可能です。

特に、地方での運営が殆どの為、その地域にあった配慮が必要となります。

私達は各社による分担事業では無く、全てを包括的に開発・管理・運営をいます。

土地の確保原料の確保

地元行政

森林組合

山林の取得

山主様

林業家

地元行政とのヒヤリング

を重視されその内容を基

に判断。最小面積6坪

1種農地以外

賃貸契約（月額）

機器設備の発注電力の申請 IDの取得

住民調整

環境審査

協定書

行政ヒアリング

ファイナンス

ファイナンス



Copyright  © 2021  JBE Corporation  All rights reserved ６

◆ 商 流 【 高圧 165kw 】

SPC SPC SPC

Point Bank Systems

合同会社
発電所

合同会社
ペレット工場

合同会社
原木供給

ファイナンス

発注

売買

・国内代理店
・EPC
・O＆M

オーナーメーカー

保障開発事業

投資

・Equity 10%
・ROE≧3.0
・DSCR≧1.2

事業主
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◆ SDGs事業への取り組み

地域貢献

08 働きがいも経済成長も

・地産地消による循環型社会

・20年間は政府保証、その後も電気を

使う限り雇用を創出

・カーボンプライシングの導入

11 住み続けられるまちづくりを

・技術の継承による若年層の地元定着

・災害の軽減

SDGs

山林の管理

14 海の豊かさを守ろう

15 陸の豊かさを守ろう

・水源、水脈の確保

・混合林による山林の再生

・自然資源の確保

・空から山、山から川、川から海への

自然循環の再生

環境保護

07 エネルギーをみんなに そしてクリーンに

・エネルギーミックス達成のインフラ投資

・1ユニット40機で、約3,600世帯/日をカバー

・FIT終了後も継続した稼働が可能

・カーボンニュートラルによるGHG抑制

13 気候変動に具体的な対策を

・山林整備による土砂崩れや風倒木、河川の

氾濫等の防止


